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先月、静岡まで遠征した金環日食の次は、６

月４日の部分月食。その二日後の６日は、朝か

ら昼過ぎまでかけて金星が太陽の表面を移動し

てゆく金星の太陽面通過と、天文イベントが立

て続きました。

日食とは異なり、両日とも見え方に地理的な

差はありませんので、金沢から観測するつもり

でしたが、４日は厚い雲に覆われ断念。しか

し、６日は朝から概ね晴れで、絶好の観測・撮

影日和でした。この日、朝７時10分過ぎから13

時48分頃まで、６時間40分近くに亘る今回の金

星の太陽面横断。昼頃だと、天頂近くなるの

で、普通の三脚では撮影が難しくなりますの

で、ポイントはやはり始まりの時刻。

前回の日食用に揃えた機材を早々に構え、機

を狙いましたが、金星の移動速度が思ったより

遅く、ちょっと朝の用を足しては、カメラをの

ぞくといった感じでした。

金星の移動に比べ、太陽の移動の方が思った

より大きく、気付くとレンズ自体が太陽から外

れていて慌てるなど、素人の「ついで」撮影に

ありがちなミスも…(^^;ゞ

そんなこんなで、狙って

いたのは、金星が太陽の中

に全部入った瞬間。写真の

ように見事に捉えることが

できました。目出度し目出

度し。

今年はこの後、引き続き10件ほどの天文イベ

ントがあります。向こう10年は、年に１～３件

ほどずつしかありませんので、今年はお空が物

凄く賑やかな年といえるようです。

父の実家の兵庫県明石市は東経135度ラインが

とおるため、昔から天文科学館があり、父によ

く連れて行ってもらいました。金沢に新しい施

設ができたそうなので行ってみようかな（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

能登半島七尾市にて

by hama
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濱
の
つ
ぶ
や
き

『

視
点

』

「
今
朝
、
起
き
て
か
ら
此
処
に
来
る
ま
で
の
間
、
一
輪
で
も
花
を

見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
」

講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
に
、
ほ
ぼ
必
ず
こ
の
問
い
か
け
を
す

る
。道
端
の
雑
草
も
含
め
、
花
は
必
ず
ど
こ
か
に
咲
い
て
い
る
。
そ
の

花
が
見
え
る
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
を
意
識
に
止
め
る
「
見
渡
し
と
、

心
構
え
」
が
あ
る
か
ど
う
か
に
掛
か
っ
て
い
る
。

企
画
や
政
策
立
案
の
現
場
に
長
く
い
る
と
、
期
限
ま
で
に
ど
れ

だ
け
内
容
の
高
く
濃
い
成
果
が
出
せ
る
か
、
い
つ
も
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
そ
の
解
決
策
・
打
開
策
の
ヒ
ン

ト
は
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
現
れ
る
こ
と
も
経
験
し
た
。
ヒ
ン
ト
は

何
処
に
で
も
あ
る
。
ヒ
ン
ト
と
な
る
情
報
を
見
逃
す
事
の
方
が
、
問

題
は
深
刻
で
あ
る
と
、
あ
る
時
気
付
い
た
。
そ
れ
以
来
、
こ
の
冒
頭

の
問
い
掛
け
を
定
番
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
問
題
」
を
感
じ
る
と
き
、
そ
の
大
き
さ
・
深
刻
さ
に
よ
っ
て
は
、

解
決
策
が
ま
る
で
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
気
に
陥
る
。
時
と
人
に

よ
っ
て
、
「
問
題
の
種
」
は
異
な
る
が
、
ひ
ど
い
時
に
は
、
こ
の
ま

ま
問
題
が
な
く
な
ら
な
い
気
に
な
る
か
ら
不
思
議
だ
。

二
〇
一
一
年
夏
、
ワ
イ
ン
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
を
退
職
し
、

三
ヶ
月
間
小
さ
な
カ
バ
ン
一
つ
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ワ
イ
ン
産

地
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
巡
る
旅
に
出
ま
し
た
。
観
光
地
と
は
程

遠
い
、
葡
萄
畑
を
巡
る
旅
！
男
女
同
室
ド
ミ
ト
リ
ー
の
安
宿

や
生
産
者
の
家
に
泊
ま
り
、
ま
さ
か
の
三
十
歳
越
え
バ
ッ
ク

バ
ッ
カ
ー
。
ギ
ラ
ギ
ラ
強
烈
な
太
陽
に
乾
い
た
空
気
、
収
穫

を
迎
え
た
葡
萄
を
ち
ょ
い
と
つ
ま
み
ぐ
い
。
笑
っ
て
し
ま
う

く
ら
い
人
情
味
溢
れ
る
バ
ル
や
食
堂
の
雰
囲
気
。
土
地
の
歴

史
や
文
化
を
教
え
て
く
れ
る
変
わ
ら
な
い
古
い
街
。

肌
で
思
い
っ
き
り
感
じ
ら
れ
る
一
人
旅
な
ら
で
は
の
貧
乏

旅
行
。
そ
し
て
や
は
り
人
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
全
て
は
こ

れ
に
尽
き
ま
す
！

フ
ラ
ン
ス
で
は
幾
つ
か
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
葡
萄
の
収
穫
と

ワ
イ
ン
造
り
を
し
な
が
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
そ
の
中
の
一

つ
、
ロ
ワ
ー
ル
地
方
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
レ
・
カ
プ
リ
ヤ
ー
ド

の
パ
ス
カ
ル
・
ポ
テ
ー
ル
さ
ん
は
昔
な
が
ら
の
ワ
イ
ン
造
り

に
こ
だ
わ
り
、
醸
造
の
際
に
何
も
加
え
ず
、
機
械
で
の
温
度

管
理
も
せ
ず
、
自
然
の
ま
ま
に
葡
萄
の
力
の
み
で
ワ
イ
ン
を

作
っ
て
い
る
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ワ
イ
ン
生
産
者
。
で
も

け
っ
こ
う
有
名
な
造
り
手
な
ん
で
す
。

そ
こ
で
は
、
毎
年
お
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ
の
濃
い
地
元
の

チ
ー
ム
が
手
摘
み
で
収
穫
。
潔
癖
性
か
と
思
う
ほ
ど
永
遠
に

繰
り
返
さ
れ
る
掃
除
。
そ
し
て
朝
か
ら
晩
ま
で
注
意
深
ー
く

見
守
り
な
が
ら
も
、
手
を
加
え
ず
自
然
に
任
せ
た
醸
造
。

『
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
み
た
い
な
ワ
イ
ン
な
ん
て
飲
み
た

く
な
い
し
、
翌
日
頭
が
痛
く
な
る
ワ
イ
ン
な
ん
て
造
ら
な

い
。
家
族
や
自
分
、
友
達
が
飲
む
た
め
に
作
っ
て
い
る
ん

だ
』
と
ワ
イ
ン
で
顔
を
赤
ら
め
な
が
ら
熱
く
語
る
パ
ス
カ

ル
。私
は
普
段
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
半
分
く
ら
い
で
翌
日
ぐ
っ
た
り
な

の
で
す
が
、
こ
こ
で
働
い
て
い
た
時
は
、
収
穫
、
醸
造
の
仕
事

が
終
わ
る
の
が
夜
中
、
そ
れ
か
ら
皆
で
夕
飯
を
食
べ
な
が
ら
毎

日
一
人
一
リ
ッ
ト
ル
も
の
ワ
イ
ン
を
が
ぶ
が
ぶ
飲
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
し
て
ま
た
早
朝
か
ら
ス
ッ
キ
リ
と
起
き
ら
れ
ち
ゃ
う
の

で
す
。
そ
の
秘
密
は
酸
化
防
止
剤
を
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
し
か

加
え
な
い
ワ
イ
ン
だ
か
ら
。
そ
の
よ
う
に
造
っ
た
ワ
イ
ン
は
デ

リ
ケ
ー
ト
で
、
扱
い
に
少
し
だ
け
気
を
遣
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
ワ
イ
ン
は
生
も
の
、
農
産
物
な
の
で
す
。

ワ
イ
ン
は
葡
萄
の
み
で
出
来
て
い
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
だ
か

造
り
手
に
似
た
ワ
イ
ン
が
で
き
て
し
ま
う
の
が
面
白
い
。
見
る

か
ら
に
ス
ト
イ
ッ
ク
な
造
り
手
の
ワ
イ
ン
は
し
ゃ
き
っ
と
背
筋

が
伸
び
る
よ
う
な
味
。
ほ
わ
っ
と
し
た
雰
囲
気
で
冗
談
が
大
好

き
な
造
り
手
の
ワ
イ
ン
は
柔
ら
か
く
ゆ
る
ー
い
味
。
土
地
や
造

り
手
の
人
柄
を
感
じ
ら
れ
る
ワ
イ
ン
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
情
報
に
ま
み
れ
、
大
量
生
産
の
モ
ノ
に
溢
れ
る
今

日
、
決
め
ら
れ
た
ワ
イ
ン
法
に
合
わ
ず
、
時
に
は
ボ
ト
ル
ラ
ベ

ル
に
記
載
の
制
限
を
か
け
ら
れ
て
も
自
分
た
ち
の
信
念
を
貫

き
、
真
摯
に
、
自
由
に
ワ
イ
ン
造
り
を
し
て
い
る
生
産
者
た
ち

が
各
地
に
い
ま
す
。
割
と
社
会
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
リ
ベ
ラ
ル

な
人
た
ち
が
多
い
（
そ
こ
も
イ
イ
）
そ
ん
な
彼
ら
の
ワ
イ
ン
た

ち
に
魅
せ
ら
れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
小
さ
く
自
由
に
発
信
し
て
い

き
た
い
な
と
、
パ
ス
カ
ル
の
造
っ
た
優
し
く
て
、
ほ
っ
こ
り
す

る
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
ぽ
ん
や
り
思
う
の
で
し
た
。

そ
ん
な
時
、
ふ
と
「
そ
こ
」
か
ら
意
識
を
離
す
こ
と
が
で
き
た
な

ら
、
今
ほ
ど
ま
で
見
て
い
た
「
地
獄
の
絵
」
は
、
未
だ
見
ぬ
可
能
性

の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
、
気
付
く
。
す
る
と
、
成
績
の
Ｖ
字
回

復
も
、
突
然
の
大
求
愛
も
、
天
か
ら
降
っ
て
き
た
よ
う
な
名
誉
も
、

す
べ
て
が
同
じ
可
能
性
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
も
気
付
け
る
。

さ
ら
に
、
視
野
を
拡
げ
ら
れ
る
な
ら
、
今
こ
の
瞬
間
に
も
応
援
の

風
や
、
陰
で
支
え
よ
う
と
し
て
く
れ
る
存
在
や
、
ひ
っ
そ
り
と
気

遣
っ
て
く
れ
て
い
る
心
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
孤
立
無
援

で
は
な
い
！
そ
う
気
付
け
た
な
ら
、
ま
た
一
歩
、
歩
幅
は
小
さ
く
と

も
、
歩
み
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

最
近
、
真
の
リ
ー
ダ
ー
に
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
す
る
研
修
を
依
頼
さ
れ

る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。

真
の
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
か
…
。

そ
れ
は
、
自
ら
を
救
え
る
人
の
こ
と
だ
ろ
う
…
。

如
何
に
し
て
、
「
今
の
状
況
」
に
囚
わ
れ
て
い
る
意
識
を
「
今
の

状
況
」
か
ら
切
り
離
し
て
「
鷹
の
眼
」
に
瞬
時
に
切
り
替
え
ら
れ
る

か
…
。
こ
の
能
力
に
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
は
、
ど
う
し
た
ら
伝
え
ら
れ
、
ど
う
し
た
ら
身
に
つ
け
て
も

ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

研
修
で
責
務
を
全
う
す
る
に
は
、
さ
ら
に
問
い
か
け
が
続
く
。

寄
稿
『
自
由
な
ワ
イ
ン
』

ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

谷
村

秋
乃

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(
た
に
む
ら
あ
き
の

)

ワ
イ
ン
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
。
ワ
イ
ン
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
勤

務
後
、
現
在
ワ
イ
ン
会
主
催
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
。
今
秋
、
金
沢
で
ワ
イ

ン
バ
ー
「
こ
わ
ん

-
L
a
lu
n
e
d
u

c
o
in
-

」
を
開
店
予
定
。



自宅が駒沢公園に通じる駒沢通り沿いにあるということで、朝昼夜問わず

たくさんのジョギング愛好者(ジョガー)を多く見かけます。

また私の周りでも最近「駅伝」、「市民マラソン」、中には強者もいてア

イアンマンレースと言われる「トライアスロン」をやりはじめた人間もいま

す。

私の生活と言えば、起きてから自宅で経営者や企画マンの仕事をし、夜は

お店で接客。時折馴染みのお客様との懇親を深めるためにお酒を少々。

店舗立ち上げの準備をはじめてからのこの２年はっきり言ってまったく運

動らしい運動はしていません。信号の変わり目で走ることすら億劫になって

きているような状況です。先日の健康診断では、とうとうメタボ検診で

「Ｃ」判定。つまり、メタボになりつつあるというありがたくない評価をい

ただきました。

恐らくサラリーマン時代に着ていたスーツも今着たら随分シルエットが変

わってそうです。以前はどんなに飲み食いしても太らなかったのに。これが

オジサン化ということなんですね。

そんな私から見て無駄なお肉がそぎ落とされたスリムな体で軽やかに風を

きって走り抜けるジョガー達は羨望の的です。

私も高校時代は部活で毎日５キロは走っていたものですが、それはあくま

でも一緒に走る仲間がいることの連帯感や、やらないといけないという義務

感だったかなあ。正直あまり楽しい作業ではなかったです。

ですが、近所を駆け抜けるジョガー達はみんな苦しい顔なんて見せませ

ん。清々しいのです。

何が彼らをそうさせるのでしょうか？

健康になりたい、痩せたいという目的 (強迫観念?) からでしょうか。そう

だとしたらあんな清々しい顔はしないでしょう。

何かその行為自体が楽しいのでしょう。こればかりはやってみないとわか

らないので、本日6/25から夜お店から自宅の帰路をジョギングで帰ること

にします。何かが変わるのかな!?

１か月後が楽しみです。

会社再建途上、私の身に3つの悲劇が訪れた。今となっては喜劇と言うほうが適

切かもしれないが、いずれも尋常ではない出来事であったのは確かである。

その1。気がつくと床が垂直に立っていた。白いセラミックが目の前にあった。

恐らく数十秒、眼球以外は動かさなかった。こういう時、事態を把握するまではと

りあえずじっとするという防御反応が働くみたいだ。西武池袋線江古田駅近辺の

ウイークリーマンション※1、座って用を足そうとした矢先に意識が遠のいた。どの

ぐらいの時間、気を失っていたのかわからないが、怪我も汚れもないことを確認し

パンツを上げた※2。

翌朝、普通に出勤し昨夜のことを冗談まじりに話すと、いつもは意見の合わない

総務の2人が「すぐ病院へ」と口を揃えて言う。それまでたかをくくっていたのだ

が、「倒産事件では当事者のうち何人かが必ず倒れる」と弁護士が言っていたのを

急に思い出す。会社近くの総合病院へ行き、脳の断面を撮ってもらったが、後日、

「奇麗な脳です」と言われあっけなく無罪放免。原因はよくわからないが、2006

年2月、当時の私は無自覚のまま、実は危ない状態だったのかもしれない。

その２。気がつくと一気に飲み干そうとしていた。民事再生突入前の2005年9

月、本社の一番奥の隔離された空間に我々はいた。債権者が突然訪れても気付かれ

ない場所に。この“作戦会議室”は、情報収集、資料作成、そして全ての重要な意

思決定が行われる静かな戦場であった。その時、目線を手元に置いたまま、対面の

社長が灰皿代わりにしていた缶コーヒーに、私の左手が伸びた。その円筒には液体

が少し残っていて、その微かな重みを察知した左手は、オートマチックに飲み干す

角度をつけていた。「あっ」と言う社長の声と同時に舌が違和感を検出、琥珀色の

液体はかろうじて食道の手前で踏み止まった。飲み込んでいたかと思うとぞっと

する。

その3。気がつくと口の中を固いコーンが泳いでいた。総務部の2人と飲んでい

たときのこと、実務にて過度の負担が集中していたスタッフが、総務部長に対して

日頃の不満をぶちまけている傍らで、1本の歯が痛みもなくあっさりと抜け、まる

でコーンのように口の中を転がっていた。出血もなく大げさにすることもされる

こともなく、コーンどころではない口角泡を飛ばすような話が延々と続き、私は開

いた穴を舌で確かめながら2人の溝を埋めようとしていた。ちなみに、民事再生手

続の期間中、歯茎に加え毛根も大きなダメージを受けたが、これらと民事再生手続

の因果関係は証明されていない。

非日常的なエピソードが我々の身に次々と降り掛かっていた。当時はこれらが

霞むほどの事件に連日直面していたので、それほど深刻に捉えることなくやり過

ごしていた。結果として、私を含めた全ての関係者が今日も普通に暮らせているこ

とに感謝をしたい。
※1：当時の我々は賃貸契約の審査が通らず、気分転換も兼ねてホテル等を転々としていた

※2：起き上がってから次の日の朝までのことは覚えていない

『 ジョガーの楽しみってなんだろう？ 』

株式会社GARBAGE代表 川畠 嘉浩

浮き草のごとく３1 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 会社再建の当事者として（私を襲った3つの悲劇） 』



の焦げる匂い、

アーク溶接が放つ危険な光、エアーハンマーが真っ赤になった鉄をたたく

衝撃音など、、ものづくりの時に発せられる現象に満ち溢れていて、まさに

工場だった。

目の前にあるＫＡＩＴ工房は工場とは一線どころか二線を画す建築だ。

『森の中でのものづくり』のコンセプトのもとに壁のない2500㎡の空間

に、ランダムに白く塗られた鉄のフラットバー状の柱

が林立する。矩形を形づくるように規則正しく立って

いるのが柱の姿だが、ここは違う。疎であったり密で

あったり、フラットバーの向く方向もまちまちで、お

のおのが垂直荷重、水平荷重を分担している。それに

してもスレンダーなその柱の群は空間に浮遊感をもた

らしている。

中には工作機械もテーブルもちょっと講義スペースも用意されなければな

らないので、柱の位置は相当量の検討があったであろう。それでも携帯の画

面を見ながら歩いていようものなら、容赦なく目の前にその白い鉄の板が現

れ、痛い目に遭うことになるだろう。

また、ガラスのカーテンウォールやガラスの屋根は

日射熱の入射、夜間・冬場の放熱に対して何ら抵抗力

を持ち合わせていない。屋根はそれでもガラスとデッ

キプレートが交互に張られてはいるが、ガラス部から

入る日射は遮ることもできず中で陽を避けて作業場を

移動するというから並みではない。ガラス部にはクロ

スを張って抵抗の跡が見られるが夏場の使用は避けた

ほうが身のためだろう。

この厄介な建築は中にいる人のために心地よく快適な建築という機能を

持った箱ではなく、立体アートといっても言い過ぎではあるまい。それでも

このガラスの宝石箱を持ち、使う喜びがあるような気がする。住むことが戦

いのような安藤忠雄の住吉の長屋を思い起こさせられたのは何も私だけでは

なかろう。

この工房の利用は日曜日を除き10：00～21：00で、6名の指導員と学生

アルバイトでものづくりを支援する。「ものづくりの夢を実現させる目的で

設立」に違わぬハードそしてソフトになっていた。

ＫＡＩＴを後にし、次は東大の福武ホール、木質シェル構造の弥生講堂、

ＴＯＴＯギャラリー間、表参道ヒルズと建築探訪の旅が続いた。

（おしまい）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』

掛川建築文化研究会の建築探訪の旅「ＫＡＩＴ工房他」2012.6.9

静岡県職員 溝口 久

久しぶりに建築を見ることを主体にした旅に出た。かつては建築のパート

ナーの久保さんと熊本アートポリスはじめ建築を巡る旅をしていた。最近は

「食」「地域プロデュース」をもっぱら旅のテーマとし、先方にお相手して

くださる方がいて、そこの地域文化・人情に溺れる旅の過ごし方をしてい

る。

今回は建築の仲間である「掛川建築文化研究会」の面々と車に乗り合わ

せ、神奈川・東京に向け雨の中を旅に出た。

「誰だ、雨男は！」恨めしく仰いだ天は分厚い雲に覆われ、今日一日分は

十分に雨を降らす水を蓄えているようだった。掛川ＩＣから東名高速道路に

入った。新東名ができてから4割ほど交通量が減り、水しぶきを上げながらも

快調に車は走って行った。日本平のＳＡで早くも休憩、「え！もう休むの？

それより早く目指す建築に会いに行きませんか！」その後も休憩頻度が多

い、どうもトイレに用事があるのではなく、煙に餓えた人たちが補充を必要

としていることがわかった。何しろどこでもいつでも喫えるという環境は失

われているから、無理からぬ現象か。

一向に止む気配のない雨の中、厚木ＩＣから一般道に入り最初の目的先で

ある神奈川工科大学（旧幾徳高専）に向かった。

車を停め、降りしきる雨のキャンパスを歩き進むと

突然目の前にこれまで見たこともない軽やかな空気さ

なぎのようなガラスのボックスが現れた。軒も樋も持

たないそのボックスは大量の雨を片方に流し、透明な

ガラスの壁面を滝のように流れ落としている。裏口に

あたる扉上には庇がなく、流れ落ちる雨に入場を阻まれるほどだ。

これが2009年に建築学会賞をとった石上純也氏の設計によるＫＡＩＴ

(KanagawaInstitute of Technology)工房。平たく言えば工作室だ。金属加

工、鍛造、陶芸、レーザー加工、木工加工、ＰＣ連動機械などが設置されて

いる。

小生が今から遡ること35年ほど前、沼津高専機械工学に席を置いていた当

時の機械工作実習室は、金属の切削加工時に出る熱で高温になった刃物を冷

却するために浴びせる油が蒸発する匂い、鍛造でコークスが赤々と燃える匂

い、鋳造でどろどろに溶けたアルミの湯が発する匂い、木工旋盤が発する木


